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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 12,623 12.8 493 91.8 477 107.3 239 202.6
22年3月期第3四半期 11,193 △11.5 257 △62.6 230 △65.0 79 △79.2

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 25.52 ―
22年3月期第3四半期 8.43 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 9,494 3,158 33.3 336.53
22年3月期 8,831 2,994 33.9 319.03

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  3,158百万円 22年3月期  2,994百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
7.00 7.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,800 7.0 390 13.3 370 21.2 170 49.1 18.11



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）4ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.5「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 9,389,000株 22年3月期  9,389,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,493株 22年3月期  2,493株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 9,386,507株 22年3月期3Q 9,386,507株
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期決算説明資料」を当社ホームページに掲載しております。 
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当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日～平成22年12月31日)におけるわが国経済は、政府の

景気刺激策や新興国向けの輸出拡大による企業業績の改善などにより緩やかな回復基調で推移したも

のの、依然としてデフレ状況の脱却には至らず、厳しい雇用情勢ならびに円高の長期化、株価低迷、

足元でのエコカー補助金終了および家電エコポイント縮小による駆け込み需要の反動減などの要素か

ら先行き不透明な状況が続いております。  

 かかる環境下、当第３四半期連結累計期間における当物流業界におきましては、輸入食品は、米

国・ブラジル・中国を中心に畜産物が増加しました。また水産物、野菜・果実等も総じて増加しまし

た。景気の回復に伴って鋼材の国内物流取扱いにおいても増加傾向が見られました。  

 このような状況の中、当社グループは営業努力による輸出入貨物の取扱い等の受注獲得に努めた結

果、当第３四半期連結累計期間における連結売上高は前年同期間比１２．８％増の１２６億２３百万

円となり、連結経常利益は前年同期間比１０７．３％増の４億７７百万円となりました。また連結四

半期純利益は前年同期間比２０２．６％増の２億３９百万円となりました。  

  

セグメント別の営業状況は、次のとおりであります。  

[港湾運送事業および港湾付帯事業]  

 港湾運送事業は、港湾施設使用料収入が増加したため、売上高は前年同期間比２０．５％増の６０

億円となりました。  

 陸上運送事業は、鋼材のトラック運送料収入が増加したため、売上高は前年同期間比５．９％増の

２１億６５百万円となりました。  

 倉庫業は、入出庫料収入が増加したため、売上高は前年同期間比１．２％増の２１億９２百万円と

なりました。  

 通関業は、輸入食品衛生検査料収入が増加したため、売上高は前年同期間比１４．４％増の１９億

８０百万円となりました。  

 この結果、港湾運送事業及び港湾付帯事業の売上高は前年同期間比１３．０％増の１２３億３８百

万円となり、セグメント利益は前年同期間比２８．８％増の９億７５百万円となりました。  

[その他事業]  

 その他事業は、構内作業料収入が増加したため、売上高は前年同期間比４．２％増の２億８４百万

円となったものの、倉庫賃貸料の減少によりセグメント利益は６百万円の損失となりました。  

  

なお、第１四半期連結累計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準

第17号 平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。これによる報告セグメントは前

第３四半期連結累計期間の事業の種類別セグメントと同一であるため、前年同期間比較を行っており

ます。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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セグメント別売上高 

 

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

①資産、負債、純資産の状況 
当第３四半期連結会計期間末の資産は９４億９４百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億６２百

万円増加いたしました。主な要因は現金及び預金が４億５２百万円、長期預金が２億円減少した一方、

受取手形及び営業未収入金が６億７９百万千円、無形固定資産が新基幹系システム開発により２億７４

百万円、保険掛金他（投資その他の資産・その他）が３億４３百万円それぞれ増加したことによるもの

であります。  

  負債は６３億３５百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億９８百万円増加いたしました。主な要

因は賞与引当金が１億９百万円減少した一方、支払手形及び営業未払金が３億１百万円、未払費用・預

り金（流動負債・その他）が６７百万円、長期借入金が１億９５百万円、退職給付引当金が５０百万円

それぞれ増加したことによるものであります。  

  純資産は３１億５８百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億６４百万円増加いたしました。主な

要因は利益剰余金が前連結会計年度の剰余金処分により６５百万円が減少した一方、当四半期純利益の

計上により２億３９百万円増加したことによるものであります。  

  

②キャッシュ・フローの状況 
当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は営業活動によ

り５１百万円、投資活動により１０百万円減少したものの、財務活動により１億１０百万円増加したこ

とから、前連結会計年度末に比較し４７百万円増加し、当第３四半期末には、８億５０百万円となりま

した。  

 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。  

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動において減少した資金は５１百万円となりました。  

 これは税金等調整前四半期純利益が４億３３百万円となり、仕入債務の増加額３億１百万円があった

ものの、売上債権の増加額６億７９百万円、法人税等の支払額１億４１百万円があったことによるもの

であります。   

  

区分

前第３四半期連結累計期間
自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日

当第３四半期連結累計期間
自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日

前年同期間比

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
増減比
(％)

  港湾運送事業及び 
  港湾付帯事業

10,920,184 97.6 12,338,922 97.7 1,418,737 13.0

   港湾運送事業 4,977,956 44.5 6,000,860 47.5 1,022,904 20.5

   陸上運送事業 2,045,055 18.3 2,165,433 17.1 120,377 5.9

   倉庫業 2,166,505 19.3 2,192,506 17.4 26,001 1.2

   通関業 1,730,666 15.5 1,980,121 15.7 249,455 14.4

  その他事業

   その他事業 273,219 2.4 284,811 2.3 11,591 4.2

合計 11,193,404 100.0 12,623,733 100.0 1,430,329 12.8

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動において減少した資金は１０百万円となりました。  

 これは定期預金の払戻による収入２１億６０百万円、長期預金の払戻による収入２億円があったもの

の、定期預金の預入による支出１６億６０百万円、保険積立金の積立による支出３億４１百万円、無形

固定資産の取得による支出２億９１百万円があったことによるものであります。  

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動において増加した資金は１億１０百万円となりました。  

 これは長期借入金の返済による支出５億４２百万円があったものの、長期借入れによる収入７億４０

百万円があったことによるものであります。  

  

業績予想につきましては平成22年11月５日に公表した「業績予想の修正に関するお知らせ」の内容に

変更はございません。  

  なお、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合がありますが、変更が必要な場合には、速やかに開示いたし

ます。  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 
  

  

（簡便な会計処理） 

 該当事項はありません。 

  （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

    該当事項はありません。 

  

1.「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

  平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指 

  針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

   これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ315千円減少し、 

  税金等調整前四半期純利益が7,035千円減少しております。 

 2.「企業結合に関する会計基準」等の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成 

    20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26 

    日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月 

    26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第7号 平成20年12月26日）、「持 

    分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及 

    び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26 

    日）を適用しております。 

 3.表示方法の変更 

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務 

  諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴 

    い、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示して 

  おります。 

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,110,890 2,563,292

受取手形及び営業未収入金 3,073,415 2,393,949

たな卸資産 92,260 66,301

前払費用 54,583 34,772

繰延税金資産 58,309 106,829

その他 265,879 250,044

貸倒引当金 △19,885 △15,813

流動資産合計 5,635,454 5,399,377

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 439,207 449,385

機械装置及び運搬具（純額） 10,012 14,092

土地 1,412,637 1,412,637

リース資産（純額） 74,029 76,210

その他（純額） 54,725 16,082

有形固定資産合計 1,990,612 1,968,408

無形固定資産 566,351 292,012

投資その他の資産

投資有価証券 307,347 326,543

破産更生債権等 168,194 155,757

繰延税金資産 344,773 335,879

長期預金 － 200,000

その他 645,954 302,191

貸倒引当金 △164,026 △148,323

投資その他の資産合計 1,302,244 1,172,048

固定資産合計 3,859,207 3,432,469

資産合計 9,494,662 8,831,847
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,838,620 1,536,947

短期借入金 1,265,477 1,263,313

未払法人税等 100,968 85,956

賞与引当金 110,559 219,614

その他 361,374 294,008

流動負債合計 3,676,999 3,399,839

固定負債

長期借入金 1,345,517 1,150,181

再評価に係る繰延税金負債 213,666 213,666

退職給付引当金 920,479 869,851

役員退職慰労引当金 1,519 1,307

負ののれん 930 3,720

長期未払金 92,990 119,525

その他 83,674 79,133

固定負債合計 2,658,777 2,437,385

負債合計 6,335,777 5,837,224

純資産の部

株主資本

資本金 856,050 856,050

資本剰余金 625,295 625,295

利益剰余金 1,666,040 1,492,175

自己株式 △909 △909

株主資本合計 3,146,475 2,972,610

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,417 13,148

土地再評価差額金 3,885 3,885

為替換算調整勘定 2,106 4,978

評価・換算差額等合計 12,409 22,011

純資産合計 3,158,885 2,994,622

負債純資産合計 9,494,662 8,831,847
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業収益 11,193,404 12,623,733

営業原価 8,570,354 9,818,604

営業総利益 2,623,049 2,805,128

販売費及び一般管理費 2,365,784 2,311,800

営業利益 257,265 493,328

営業外収益

受取利息 6,949 4,674

受取配当金 4,589 5,606

受取保険金 2,588 2,695

受取地代家賃 2,383 2,999

負ののれん償却額 2,790 2,790

その他 3,659 6,377

営業外収益合計 22,960 25,143

営業外費用

支払利息 38,124 35,330

為替差損 4,106 778

その他 7,788 5,095

営業外費用合計 50,018 41,204

経常利益 230,206 477,267

特別利益

固定資産売却益 － 297

投資有価証券売却益 550 －

貸倒引当金戻入額 － 565

受取保険金 58,335 －

特別利益合計 58,885 862

特別損失

固定資産除却損 3,749 1,292

投資有価証券評価損 － 35,729

貸倒引当金繰入額 78,761 －

関係会社整理損 58,636 －

ゴルフ会員権評価損 4,000 1,250

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,720

特別損失合計 145,146 44,992

税金等調整前四半期純利益 143,945 433,137

法人税、住民税及び事業税 40,968 158,177

法人税等調整額 33,095 35,389

法人税等合計 74,064 193,566

少数株主損益調整前四半期純利益 － 239,570

少数株主損失（△） △9,284 －

四半期純利益 79,165 239,570
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 143,945 433,137

減価償却費 57,368 82,343

負ののれん償却額 △2,790 △2,790

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,720

受取保険金 △58,335 －

関係会社整理損 58,636 －

ゴルフ会員権評価損 4,000 1,250

貸倒引当金の増減額（△は減少） 80,763 19,774

退職給付引当金の増減額（△は減少） 61,965 50,911

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,446 212

受取利息及び受取配当金 △11,538 △10,280

支払利息 38,124 35,330

為替差損益（△は益） 4,376 255

投資有価証券評価損益（△は益） － 35,729

投資有価証券売却損益（△は益） △550 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △297

有形固定資産除却損 3,749 1,292

売上債権の増減額（△は増加） △523,198 △679,201

たな卸資産の増減額（△は増加） 10,448 △25,959

仕入債務の増減額（△は減少） 195,823 301,673

未払消費税等の増減額（△は減少） 23 288

その他 △145,271 △101,630

小計 △74,014 148,760

利息及び配当金の受取額 10,043 10,986

利息の支払額 △38,031 △43,157

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △229,374 △141,427

役員退職慰労金の支払額 △39,342 △26,535

営業活動によるキャッシュ・フロー △370,718 △51,372
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,000,000 △1,660,000

定期預金の払戻による収入 1,550,000 2,160,000

長期預金の預入による支出 △200,000 －

長期預金の払戻による収入 － 200,000

保険積立金の積立による支出 － △341,413

保険積立金の解約による収入 － 12,004

有形固定資産の取得による支出 △9,210 △75,322

有形固定資産の売却による収入 445 400

無形固定資産の取得による支出 △44,940 △291,947

投資有価証券の取得による支出 △5,510 △17,984

投資有価証券の売却による収入 1,356 6

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△17,322 －

子会社株式の取得による支出 △6,139 －

貸付けによる支出 △17,200 △11,100

貸付金の回収による収入 21,904 14,878

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,726,616 △10,478

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 604,125 550,000

短期借入金の返済による支出 △604,125 △550,000

長期借入れによる収入 720,000 740,000

長期借入金の返済による支出 △514,500 △542,500

リース債務の返済による支出 △13,570 △20,972

配当金の支払額 △65,357 △65,869

財務活動によるキャッシュ・フロー 126,572 110,658

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,751 △1,208

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,975,513 47,598

現金及び現金同等物の期首残高 3,270,869 803,292

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,295,355 850,890
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当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １．事業区分は、当企業集団における事業別収入区分によっております。 

    ２．各事業の主な業務 

  (1)港湾運送事業及び港湾付帯事業・・・・一般港湾運送事業、港湾荷役事業、一般貨物自動車運送事業 

                      運送取次事業、倉庫業、通関業 

  (2)その他事業・・・・海運代理店業、構内作業、港湾関連作業、外航利用運送事業 

   

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

    全セグメントの営業収益の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメ 

     ント情報の記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

    海外営業収益が連結営業収益の10％未満のため、海外営業収益の記載を省略しております。 

  

[セグメント情報] 

 １．報告セグメントの概要 

   当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取 

   締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって 

   いるものであります。 

    当社グループは港湾運送事業及び港湾付帯事業を中心にその他周辺事業を含めた事業活動を 

   展開しております。 

    従って、当社グループは事業別セグメントから構成されており、「港湾運送事業及び港湾付 

   帯事業」を主要セグメントに、海運代理店業等の港湾周辺事業を営む「その他事業」を加えた 

   ２つを事業セグメントとしております。 

    なお、前連結会計年度のセグメント区分から変更ありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

港湾運送事業及
び港湾付帯事業 

(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

営 業 収 益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

10,920,184 273,219 11,193,404 ― 11,193,404

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

― 57,163 57,163 （57,163） ―

計 10,920,184 330,383 11,250,567 （57,163） 11,193,404

営業利益 757,402 18,054 775,456 （518,191） 257,265

【所在地別セグメント情報】

【海外営業収益】

大東港運㈱（９３６７）　平成２３年３月期　第３四半期決算短信

-11-



  
 ２．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

                                     （単位：千円） 

 
（注）1.セグメント利益の調整額△476,054千円には、セグメント間取引消去△28,727千円、各報告 

     セグメントに配分できない全社費用447,327千円が含まれております。 

   2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。 

  

 （追加情報） 

    第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計 

    基準第17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指 

    針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

      該当事項はありません。 

港湾運送事業及
び港湾付帯事業

その他事業 合 計
調整額 
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額 
（注）２

営 業 収 益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

12,338,922 284,811 12,623,733 ― 12,623,733

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

― 28,727 28,727 △28,727 ―

計 12,338,922 313,538 12,652,460 △28,727 12,623,733

セグメント利益     
又は損失（△）

975,742 △6,359 969,382 △476,054 493,328

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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